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【休館日】
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MAPマップ

福岡市博多区博多駅前1-23-2　Park Front 博多駅前一丁目1階
https://hakata-dentou-kougeikan.jp/☎ 092-409-5450

HP Instagram Facebook

【交通アクセス】
車　 ： 都市高速呉服町ランプより5分
鉄道 ： 地下鉄空港線、七隈線「博多駅」
　　　下車徒歩6分
バス ： 博多バスターミナルから
　　　徒歩5分　

【営業時間】

毎週水曜
(祝休日の場合、翌平日休館）

10：00～18：00（入館は17：30）

無料

【駐車場】
なし（公共交通機関をご利用ください）

福岡・博多にゆかりのある

福岡県知事指定特産民工芸品

博多曲物(はかたまげもの)
茶道具、飯びつ、弁当箱など、木の味わいを
生かした生活用品として愛用されています。
博多曲物の起源は、諸説ありますが、江戸時代より盛んに作ら
れはじめ、福岡市にある筥崎宮の神具として、古くから奉納さ
れてきた伝統を有しています。

博多独楽（はかたこま）
心棒に鉄を使った日本ではじめてのコマです。
1300年前、中国から子供たちの遊びものとして竹製の唐ゴマが
日本に伝えられ、17世紀後半、木台に鉄芯の心棒を打ち込んだ
博多独楽が作られました。博多独楽は、コマを作る材料と回す
技術、舞台における曲技の三位一体を成して今日に受け継がれ
ています。

博多鋏（はかたばさみ）
唐鋏を改良して作り出された、
切れ味が自慢の和鋏です。
今から、約700年前、南宗の帰化人である謝国明が博多に鋏を持
ち帰ったのが、唐鋏と称し日本で最初のものです。幕末の頃博
多箔屋町に住む刀鍛冶師の安河内卯助がこの唐鋏の製作に取
り組み世に出ました。

博多張子（はかたはりこ）
端午の節句や博多どんたく（にわか面）や十日恵比寿
（飾り鯛）など、庶民の暮らしの中には、
欠かせないものです。
江戸中期、博多御用商人が上方（大阪）へ張子を学びに行ったと
いわれ、起きあがりこぼしが庶民の暮らしの中で愛されてきま
した。

マルティグラス
性質の違う色ガラスが何層にも重ねられ、
美しい芸術品に生まれ変わります。
昭和12年のパリ万国博覧会で、日本のガラス工芸としては初の
グランプリを受賞しました。伝統を受け継ぎ、高度な技術を持
つベテランクラフトマンたちによって、ひとつひとつ息を吹き
込まれたマルティグラスは色彩豊かな工芸品として親しまれ
ています。

今宿人形（いまじゅくにんぎょう）

博多おきあげ(はかたおきあげ）

節句人形や厄よけの「猿面」など昔ながらの
特徴を受け継いでいる民俗土人形
明治38年に今宿に節句人形工房を開いたのがはじまりです。
伝統的な生活文化や伝承文化、信仰など人々の暮らしに結びつ
いたものが多く見られます。

布地で立体感を出し繊細繊密な面相(顔)が
特徴的です。
江戸時代に宮中で起こり、女の子の出生を祝して、羽小板や雛
人形を贈る風習が盛んとなりました。明治、大正時代には博多
の女性の教養の一つで、女の子が誕生すると、災いをはねのけ
健やかに育ってほしいという想いを込め、おきあげを贈る習慣
がありました。
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